
いみず
市議会だより

Imizu City Congress News

No.62
令和３年５月１日発行

発行／射水市議会　　編集／議会広報編集委員会
〒939−0294　富山県射水市新開発410番地1　　　0766−51−6610　　　0766−51−6645　　E-mail　gikai@city.imizu.lg.jp

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
専
門
部
会

15
日　

議
会
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議
会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会
、

　
　
　

広
報
委
員
会
、 

全
員
協
議
会

15
日　

議
会
運
営
委
員
会

16
日　

広
報
委
員
会

19
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

20
日　

全
員
協
議
会
、

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

【
臨
時
会
】

17
日　

議
会
運
営
委
員
会
、本
会
議
、

　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
、

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

【
臨
時
会
】

21
日　

議
会
運
営
委
員
会
、本
会
議
、

　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
、

　
　
　

予
算
特
別
委
員
会

【
定
例
会
】

１
日　

議
会
運
営
委
員
会
、本
会
議
、

　
　
　

全
員
協
議
会

５
日　

議
会
運
営
委
員
会
、

　
　
　

本
会
議
（
代
表
質
問
）、

　
　
　

全
員
協
議
会
、
広
報
委
員
会

８
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

９
日　

全
員
協
議
会
、
予
算
特
別
委
員
会

10
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

11
日　

民
生
病
院
常
任
委
員
会

12
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

15
日　

議
会
改
革
特
別
委
員
会
、

　
　
　

広
報
委
員
会

17
日　

予
算
特
別
委
員
会
、

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

18
日　

予
算
特
別
委
員
会
、

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

19
日　
本
会
議
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

TEL FAX

4月 2月3月
市
議
会
の
う
ご
き

国の文化財指定を記念した放生津八幡宮曳山巡行

22
日　

民
生
病
院
常
任
委
員
会

23
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会



2021.５.1� いみず市議会だより 2

３月定例会 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関から
報告や説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

その他の質問
●新型コロナウイルス感染症の影響と対策について
●デジタルトランスフォーメーションについて
●地域共生社会の実現について
●ＳＤＧｓ持続可能な開発目標について
●豪雪への対応について
●文化行政について
●次期市長選に向けた市長の思いについて

問①▶ 市長３期目の政策公約
の達成状況及び評価を伺う。
また、今後の本市における政策
課題をどのように捉えているの
か。また、令和３年度当初予算
において、どのような事業に重
点的に取り組むのか、見解を
伺う。
答 ▶ ３期目の就任にあたっ
ては、市民と一緒に創るまちづ
くり、子どもも高齢者も幸せな
まちづくり、市民の暮らしを守
るまちづくり及び射水らしさが
伝わる魅力づくりの４点を目指
すまちづくりの方向性と位置付
け、各施策に取り組んできた。
概ね順調に進捗してきたもの
と考えるが、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大等、新た
な課題への対応も求められて
おり、引き続き未来世代に選ば
れるまちづくりの実現を目指す。
また、令和３年度予算の重点事
業としては、新型コロナウイル
ス感染症対策とデジタルトラン
スフォーメーション推進を２つ
の柱とし、この２つの柱を軸と
して、利便性が高く、市民サー
ビスの向上を図る事業に取り
組み、新しい未来の形を市民
の皆さんと共に創り出していく
施策を積極果敢に展開してい
きたい。

問②▶ 小・中学校におけるい
じめ・不登校等の現状と、報告
アプリ「ＳＴＯＰit」の導入につ
いて、見解を伺う。
答 ▶ 中学校のいじめ認知
件数は減少傾向にあるものの、
不登校等については、国や県
と同様に増加傾向であり、喫
緊の課題として受け止めている。
一人ひとりに応じた多様な相談
形態を整えることは、きめ細か
い相談体制の充実という面
からも、匿名での報告アプリ
「ＳＴＯＰｉｔ」の導入について
は、他自治体の導入状況やアプ
リ活用による効果等について、
調査研究していく。

代表質問
【自民党新政会】

竹 内 美 津 子 議員

1 政策公約の達成状況と令和３年度当初予算について

2 小・中学校におけるいじめ、不登校等の現状と対策について

3 キャッシュレス決済ポイント還元・消費喚起事業について

問③▶ キャッシュレス決済ポ
イント還元消費喚起事業につ
いて、地域経済に与えた影響と
効果、及び事業の最終的な決
済金額と社会的影響について、
見解を伺う。
答 ▶ この事業については、
受託事業者と決済事業者によ
る試算に基づき事業実施を判
断したものであるが、その試算
をはるかに上回る消費行動が
発生し、早期に終了せざるを得
なかったことについて、事業者、
消費者の皆様に混乱を招き申
し訳なく思っている。ポイント
還元見込額については、10日
間で最大５億４千３百万円が見
込まれており、決済金額は19
億４千万円、総務省の産業連
関表に基づく経済波及効果の
試算は推計28億３千万円と見
込んでいる。中小事業者にお
いても相当の消費喚起効果が
あったものと捉えており、
キャッシュレス決済の普及にも
大きな成果があったものと考え
ている。
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その他の質問
●放生津八幡宮秋季例大祭の重要無形民俗文化財指定について
●コロナ禍での監査について
●キャッシュレス決済事業について
●成人式について
●リモート会議について

問①ⅰ▶ 令和３年度の予算編成
にあたっての基本的な考え方
について伺う。
答 ▶ 厳しい財政状況の中、
予算編成にあたっては、全ての
事務事業について有効性、効
率性、優先性等の観点から実
績や効果を検証し、真に必要
な施策に予算が重点配分され
るよう厳格な優先順位付けを
行い、限られた財源の重点化
に努めた。このことに加え、喫
緊の課題である新型コロナウ
イルス感染拡大防止対策と地
域経済の回復との両立を図り
ながら、第２次総合計画後期
実施計画を着実に推進し、未
来世代に選ばれるまちづくりを
更に加速させることを予算編
成の基本方針とした。

問①ⅱ▶ 代表的な重点施策に
ついて伺う。
答 ▶ 喫緊の課題である新型
コロナウイルス感染症対策と
デジタルトランスフォーメー
ション（DX）の推進を２つの柱
とした。

　新型コロナウイルス感染症
対策では、行政情報配信サー
ビスを活用し、新型コロナウイ
ルス感染症に関する情報や災
害・防災情報を発信するなどと
いった、SNSを活用した施策を
はじめ、民間の保育園や認定
こども園が実施する手洗い等
の自動給水栓化に対し補助を
行う事業や、市内の商工業事
業者などが連携した市民主導
型の小規模なイベントに対して
支援を行うことで、新たな地域
の賑わい創出を図る補助事業
などを実施する。
　DXの推進については、全庁
的な取組として、民間から専門
的な知識・経験を持つ人材を
CIO補佐として任用し、RPAや
AIの活用などといった庁内デジ
タル化の推進、更には、新たな
デジタル技術を活用した地域
DXの推進など、本市のDXに関
する事業を推し進めていきたい。

代表質問
【自民議員会】

伊 勢　 司 議員

1 令和３年度予算編成について

2 第３次射水市総合計画の策定について

問②▶ 現行の「第２次射水市
総合計画」を１年間前倒しして、
令和５年度をスタートとする新
たな総合計画の策定に取り組
むとのことだが、そうした考え
に至った経緯を伺う。
答 ▶ 現計画は策定から７年
が経過しており、これまで計画
に掲げた施策を着実に推進し
てきた。一方、急速な人口減少
や情報通信技術の飛躍的な進
展等、現計画に位置付けのな
い新たな課題や観点が表面化
している。こうした状況に加え、
第２期まち・ひと・しごと創生
総合戦略、都市計画マスタープ
ラン及び地域公共交通網形成
計画といった本市のまちづくり
や人づくりの根幹をなす計画が
スタートしたことから、各計画
を踏まえた本市の新たなグラン
ドデザインを市民の皆さんとと
もに描くため、計画期間を１年
前倒しし、令和５年度をスタート
とする第３次射水市総合計画
の策定に着手するものである。
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問①▶ 新型コロナウイルスワクチン
接種について伺う。

答 ▶ ワクチン接種推進班は、保健
センター所長が班長となり、保健師等保
健センター職員５名と福祉保健部内から
職員５名の計１１名で事業を進めている。
ワクチン接種が円滑に実施できるようワ
クチン接種推進班を中心に全庁挙げて
取り組んでいく。ワクチン接種体制は、
市内指定医療機関での個別接種を基本
とし、補完的にミライクル館での集団接
種を行う準備を進めている。ワクチンの
供給量が限られることから、まずは高齢
者施設などでの接種を行い、ワクチン供
給量が十分になれば、本格的に接種を
進めることができると考えている。個別

問①ⅰ▶ 本市における交付限度額を伺う。
答 ▶ 本市の新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時交付金の交付限
度額は、16億856万７千円である。
問①ⅱ▶ これまでの交付金の使い道を伺う。

答 ▶ 市民の生活支援や事業者の
事業継続支援、さらには感染拡大防止
対策に関する事業などについて、市民
ニーズを捉えながら、きめ細かな支援が
迅速に市民の皆様に行き届くよう、様々
な施策を積極的に展開してきた。
問①ⅲ▶ 交付金残額の使い道を伺う。

答 ▶ 感染防止対策はもとより、市
民生活を守り、地域経済を回復させるた
めの取組に活用していく。
問②▶ 早期終了した理由を伺う。
答 ▶ 店舗によっては消費者の皆様
が集中され、新型コロナウイルス感染症
の感染リスク回避が十分行えないと判断
したこと、店舗の混雑や商品の欠品によ

問①▶ 市外や県外の実施医療機関で
受診した場合の対応について伺う。

答 ▶ 市内の産科医療機関を含め、
県内のどこの産科医療機関で検査しても
助成対象とし、助成方法は委託医療機
関の場合は現物給付で、委託医療機関
以外の場合は償還払いとなる。また、県
外で当該検査を受けた場合も対象となり、
助成方法は償還払いとなる。
問②▶ 薬勝寺池を水源とする消雪施
設において、散水ノズルのゴミ詰まりの
解消に向けた対策が必要だと考えるが、
今後どのような対応策を検討しているの
か伺う。

答 ▶ 散水ノズルの詰まりについて
は、薬勝寺池や農業用排水などの表流
水を水源とする施設で、同様の事例に苦
慮しており、現在実施している冬期間後
の点検結果を基に、市全体の状況を見な
がら修繕箇所を検討する必要がある。

接種をお願いする医療機関は、接種曜日、
時間帯等について確認しているところで
あり、集団接種は、土日を含め毎日実施
することを想定し、市医師会と調整を
行っていく。
問②▶ 地域防災力を高める拠点づく
りについて伺う。

答 ▶ 国では、広域的な防災拠点と
しての機能を有する道の駅を、各都道府
県に１～２か所、順次認定すると聞いて
おり、国や県の動向を注視していく。ま
た、道の駅周辺エリア基本構想において、
現行の防災拠点施設としての機能の維
持・拡充にも取り組んでいく。

り、消費者の日常的な買い物に支障をき
たしたこと、交通渋滞等により、市民の
安全安心の確保が困難になったこと、一
定のポイント還元額に到達する見込みと
なったこと等の理由を総合的に判断した。
問③▶ 各種イベントの開催基準につ
いて、見解を伺う。

答 ▶ 本市としては、県が示している
ロードマップにのっとり、感染状況のス
テージに合わせた基準により開催される
ようお願いするものである。

これまでも機械の改良や、取水口付近の
浚渫、取水ピットやスクリーンの清掃等
を実施している。ゴミ詰まりの原因は、
機械や水質などさまざまな要因が考えら
れることから、現在除塵機メーカーや施
工業者において、どこに問題があるのか
調査を行っており、今後の対応策につい
ては、その調査結果を基に検討する。

1 新型コロナウイルスワク
チン接種について

1 新生児等聴覚検査費用助成
事業について

1 新型コロナウイルス感染症対応
地方創生臨時交付金について

2 防災対策の推進について

2 道路消雪施設の充実に
ついて

2 キャッシュレス決済事業
について

3 新年度イベント開催に
ついて

不 後　 昇 議員

小 島　啓 子 議員

加 治　宏 規 議員

その他の質問
●三期12年目の年度に当たって
の市長の思いについて
●新年度予算編成と行財政改革
の取組について

その他の質問
●本開発地区の開発について
●旧桜町下水処理場について

その他の質問
●教育相談・支援体制の充実について
●芸術文化振興について

一般質問

一般質問

一般質問
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問①▶ 今冬の大雪により市内の意欲
ある農家の方々のハウス倒壊による被害
が多くあった。頑張っておられる小松菜
農家やイチゴ農家の若い方の現状を見
せていただいたが、農業経営体の多くは
苦しい状態にある。その中での大雪によ
るハウス被害であり、いま求められてい
るのは、離農者がでることのないよう、
一刻も早く踏み込んだ支援策を打ち出す
ことである。農業用ハウス復旧支援は国
が10分の３、県は事業費から共済金と国
の補助金を差し引いた自己負担額の10
分の３を上乗せ支援すると聞いている。
本市としては、どう取り組むのか、これま
での状況を含めて伺う。

答 ▶ これまで国、県の各種支援事
業が発表されている。現在、各農業経営
体がどの事業を活用するのか、意向調査
を実施しているところである。事業量を

問①▶ 地域おこし協力隊の活動の成
果や課題、及び地域プロジェクトマネー
ジャー制度の導入について、見解を伺う。

答 ▶ 活動成果としては、それぞれの
隊員が新たな視点や発想から生まれる
事業提案を行い、地元商業者と連携した
マルシェや地域スポーツ団体と連携した
各種イベントの実施など、賑わい創出・
地域活性化・国際交流の推進に繋がって
いる。課題としては、任期満了後も隊員
が地域活動に参画いただけるような支援
体制を整えることが挙げられる。また、
総務省が新たに制度化する「地域プロ
ジェクトマネージャー」については調査研
究していきたい。
問②▶ 公立小学校における35人学級
の導入について、その対応と加配定数の
考え方について伺う。

答 ▶ 35人学級を国より２年先行し
た県の制度を全ての小学校で適用した

問①ⅰ▶ 令和３年度の学校行事の予定
について伺う。

答 ▶ 現時点では一昨年同様とし、
状況によって実施時期の変更や運営の仕
方等を工夫して実施していく。

問①ⅱ▶ 夏季休業を５日間短縮した狙
いについて伺う。

答 ▶ 教員が子ども達に寄り添う時
間を多く確保し、個別指導等きめ細かい
指導の充実を図る。また、不登校の抑制
にも効果があると考えている。

問①ⅲ▶ 大雪等での臨時休業の判断
基準について伺う。

答 ▶ 積雪状況や通学路の歩道の
安全確保、公共交通機関の運行状況等
から児童生徒の安全性を総合的に判断
し、教育委員会の助言指導のもと、学校
長が決定している。

把握するとともに、本市の支援策を検討
しており、できるだけ早期に被害を受け
た農業者にお伝えできるよう努めていく。

場合、最大で令和５年度に４つの学校で
８教室が増える。学級数の増加について
は、多目的室等の普通教室への転用等、
既存の学校施設を活用し、費用負担の
少ない方法で対応したい。35人を超える
多人数学級がなくなっても、学校の規模
にかかわらず、どの学校にも担任以外の
加配教員は必要であり、加配教職員定
数の継続と拡充を国・県に強く要望して
おり、引き続き強く働きかけたい。

問②ⅰ▶ 除雪作業を実施する道路の
優先順序について伺う。

答 ▶ 重要幹線道路と緊急確保路
線について優先的に除雪作業を行い、同
時に生活道路は1車線幅員の確保を原則
としている。

問②ⅱ▶ １月の大雪時の消雪装置の稼
働状況について伺う。

答 ▶ 水量不足、ゴミ詰まり及び機
械故障等22か所で不稼働となった。

問②ⅲ▶ 町内会等の消雪装置整備や
除雪機購入に対する支援について伺う。

答 ▶ 「射水市まちなみ環境整備
事業」により補助金を交付している。

問③▶ 市内小規模店舗への影響をど
のように考えているか。

答 ▶ 店舗の規模にかかわらず、幅
広く消費喚起の効果が及んだものと考え
ている。

1 大雪の対策と雪害被害に
ついて

1 地域プロジェクトマネー
ジャー制度の導入について

2 公立小学校における35人
学級の導入について

1 令和3年度の小中学校の
運営について

2 今冬の大雪による影響と
除雪体制について

3 射水市キャッシュレス決済ポイン
ト還元・消費喚起事業について

根 木　武 良 議員

吉 野　省 三 議員

高 畑　吉 成 議員

その他の質問
●射水市キャッシュレス決済ポイ
ント還元・消費喚起事業につ
いて
●新型コロナウイルス感染症
ワクチン接種について
●新型コロナウイルス感染症
予防について
●臨海東部地区松くい虫被害
木伐採事業について

その他の質問
●小中学校のバリアフリー化に
ついて
●人口動態について

一般質問

一般質問

一般質問
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問①▶ 市環境基本計画の策定から３
年が経過しているが、不法投棄・海岸漂
着ごみの最小化について、進捗管理指標
等の状況を伺う。

答 ▶ 令和元年度のごみの不法投
棄件数は65件で、件数は増加しているが、
回収量は減少して
いる。海岸漂着ご
み清掃活動数は
23回で、基準年度
の２倍以上になっ
ている。
問②ⅰ▶ 新型コロナウイルス感染症拡
大の影響による県及び本市における生活
困窮者の実態について見解を伺う。

答 ▶ 社会福祉協議会等の自立相
談支援機関への新規相談件数は、本年
１月時点で県全体では1,094件、本市で
は131件と、ともに倍増している。また、
住宅確保給付金の支給決定件数や生活

問①▶ コロナ禍における市の業務体
制について伺う。

答 ▶ 在宅勤務実施にあたっては、
情報セキュリティを確保する観点から、
職場のパソコンの持出しを禁止し、書類
等の持出しを厳しく制限して実施した。
万一、庁舎内でクラスターが発生した場
合の対応策は、状況に応じた臨機な対応
が必要であり、継続すべき業務を非常時
優先業務として行うことを想定し、各部
署内でその内容を確認している。また、
不足する人員については応援職員として
配置する体制を考えている。

問②▶ 豪雪による農業用ビニールハ
ウスの倒壊について伺う。

答 ▶ 今冬の大雪により、市内の農
業用施設では、パイプハウスやガラスハ
ウス等、70経営体において約140棟で全
壊や一部損壊の被害が発生し、被害額

問①▶ 今冬の大雪における、本市の
対応状況及び今後の対応策について伺う。

答 ▶ 本市では道路除雪対策本部
による除雪作業を進めるとともに、連絡
調整会議を開催し、情報共有に努めてき
た。除雪車の出動回数は16回で、うち全
域出動が14回、山側出動が２回であり、
１月８日から16日までの９日間は、日中
除雪も実施し、昼夜連続での除雪を
行った。今後は、除雪協力業者の借上げ
機械管理費の見直しにより、業者の負担
軽減と新規参入の環境づくりに取り組む
とともに、デジタル技術の活用による除
雪履歴の管理や、降積雪状況のリアルタ
イムでの確認など、道路除雪のＤＸ化の
推進について調査研究していく。

問②▶ 国のＧＩＧＡスクール構想にお
ける、小・中学校へのデジタル教科書の
導入について伺う。

福祉資金特例貸付の貸付決定件数も大
幅に増加している。これらのことから、
県内、市内ともに生活困窮者が大幅に増
加していると捉えており、生活保護制度
の活用をあわせ、引き続き支援を図る。
問②ⅱ▶ 生活困窮者等も気軽に利用で
きる「ふれあい食堂」の開設が必要と考
えるが見解を伺う。

答 ▶ 「ふれあい食堂」の取組は、
本市の掲げる地域共生社会の実現に向
けた方策の一つとして捉えている。NPO
団体等で食事支援施設の実施を検討さ
れる団体があれば、支援について検討し
ていく。

は約１億８百万円、再建に要する費用は
約３億２千万円を見込んでいる。国の支
援は、再建や修繕の事業費支援があり、
県の支援は、担い手負担部分の状況に
応じて国の支援に上乗せすることとなっ
ている。なお、本市においては有効な支
援策を検討中である。

問③▶ 「富富富」の栽培状況と販売
戦略について伺う。

答 ▶ 本市の令和３年産の栽培面積
は17経営体で59.2ha、生産量は約381t
を計画している。販売戦略では、県内で
の消費拡大に向けてＰＲや販売促進対
策を県とともに強化していく。

答 ▶ 国では、次の小学校用教科書
の改訂時期である令和６年度を、デジタ
ル教科書を本格導入する最初の契機と
位置付けている。本市においては、令和
３年度の国の児童生徒用デジタル教科
書導入における実証事業の研究成果や、
本市の実施校の状況を踏まえながら、紙
媒体の長所なども理解した上で、引き続
き調査研究していく。また、所得格差が
児童生徒の学ぶ機会の格差とならない
よう、令和３年度から就学援助費に通信
費の一部を計上している。

1 本市の環境問題への取り
組みについて

1 大雪対策について

1 コロナ禍における業務体制
について

2 コロナ感染症拡大の影響による
生活困窮者への対応について

2 GIGAスクール構想における小・中学校
へのデジタル教科書の導入について

2 農業用ビニールハウスの
倒壊について

3 富山米「富富富」の栽培
状況と販売戦略について

山 崎　晋 次 議員

奈 田　安 弘 議員

津 田　信 人 議員

その他の質問
●ベイエリア東地区における商業
施設・宿泊施設誘致について
●今冬季間の除雪対応について

一般質問

一般質問

一般質問
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特別委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や所管事務の報告事項に関する
概要を紹介します。

予
算
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　

歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
３
８
２
億
８
千
万
円
と
す
る
も
の

　

歳
入
歳
出
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
，

２
７
７
万
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
５
８
２
億
６
，７
５
２
万
８
千
円

と
す
る
も
の

◆
通
年
議
会

◆
議
員
活
動
の
実
態
把
握

◆
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
多
目
的
な
使
用

　

方
法
の
検
討

　
　

→
９
月
定
例
会
で
調
査
結
果
を
報
告

◆
厚
生
年
金
へ
の
加
入

　
　

→
６
月
定
例
会
で
結
論
を
出
す

◆
災
害
時
の
議
会
対
応

　
　

→
市
の
総
合
防
災
訓
練
と

�

合
わ
せ
て
実
施

　

歳
入
歳
出
へ
そ
れ
ぞ
れ

３
億
５
０
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算

総
額
を
５
８
５
億
７
，２
５
２
万
８
千
円

と
す
る
も
の

令
和
３
年
度

�

射
水
市
一
般
会
計
予
算

�
（
議
案
第
２
号
）

令
和
２
年
度
射
水
市

�

一
般
会
計
補
正
予
算

�

（
第
12
号
）（
議
案
第
９
号
）

令
和
２
年
度
射
水
市

�
一
般
会
計
補
正
予
算

�
（
第
13
号
）（
議
案
第
34
号
）

主
な
事
業

【「
新
し
い
日
常
」
創
出
特
別
枠
】

・
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
に
関
す
る
情
報
発
信

事
業

・
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
推
進
事
業

・
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
整
備

な
ど

【
行
革
推
進
特
別
枠
】

・
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
射
水
、
大
門
中

学
校
等
、
公
共
施
設
の
長
寿
命
化

・
保
育
園
調
理
業
務
等
、
民
間
活

力
の
導
入　

な
ど

基
金
の
運
用
実
態
に
つ
い
て

道
の
駅
周
辺
エ
リ
ア

�

基
本
構
想
に
つ
い
て

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
沖
塚
原

に
整
備
す
る
パ
ー
ク

�

ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て

問
　
低
金
利
時
代
の
中
、
ど
の
よ
う

に
基
金
を
運
用
し
て
い
る
の
か
。

問
　
新
斎
場
に
隣
接
し
て
整
備
し
た

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
時
間
や

オ
ー
プ
ン
時
期
は
。

問
　
基
本
構
想
策
定
の
考
え
方
は
。

答　
「
射
水
市
公
金
等
管
理
方
針
」

に
基
づ
き
、
元
利
金
の
安
全
性
、

流
動
性
及
び
収
益
性
な
ど
を
考
慮

し
、
定
期
預
金
や
、
歳
計
現
金
に

資
金
不
足
が
生
じ
る
場
合
に
お
け

る
繰
替
運
用
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
債
券

に
よ
る
運
用
を
開
始
し
、
現
在
、

８
債
券
、
計
21
億
円
を
運
用
し
て

い
る
。

　
　

な
か
で
も
、
平
成
30
年
度
に

は
、
国
の
「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
実
施
指
針
」
に

掲
げ
ら
れ
た
具
体
的
な
取
組
で
あ

る
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機

構
が
発
行
す
る
社
会
貢
献
債
（
い

わ
ゆ
る
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
債
」）
へ
の

投
資
を
実
施
し
、
資
産
運
用
を
通

じ
た
社
会
貢
献
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

答　

利
用
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
と
し
、
夏
期
に
お

い
て
は
午
後
６
時
ま
で
と
す
る
。

休
場
日
は
市
内
の
他
施
設
と
重
な

ら
な
い
よ
う
木
曜
日
と
す
る
。

　
　

今
後
、
芝
生
の
養
生
期
間
を
設

け
、
そ
の
状
態
を
見
極
め
た
上
、

オ
ー
プ
ン
時
期
を
決
定
し
た
い
。

答　

道
の
駅
新
湊
の
利
用
者
満
足

度
を
よ
り
高
め
る
た
め
に
は
、
新

た
な
機
能
や
魅
力
を
加
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

基
本
構
想
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
道
の
駅
周
辺
エ
リ
ア
を
射

水
の
魅
力
発
信
の
場
と
し
て
と
ら

え
、
方
向
性
や
求
め
ら
れ
る
機
能

な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
く
。

３
月
９
日

３
月
17
日

３
月
18
日

検
討
項
目
の
確
認
と
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
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常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や所管事務の報告事項に関する
概要を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

射
水
市
市
税
条
例
の

�
一
部
改
正
に
つ
い
て

�
（
議
案
第
17
号
）

問　

学
校
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ

る
と
は
、
例
を
挙
げ
る
と
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
か
。

答　

市
内
で
ホ
テ
ル
開
業
な
ど
も

あ
り
、
修
学
旅
行
の
宿
舎
と
し
て

利
用
さ
れ
る
場
合
等
を
想
定
し
て

い
る
。

【
概
要
】

　

入
湯
税
の
課
税
免
除
の
対
象
者

を
拡
充
す
る
。

【
対
象
者
】

・
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図

る
た
め
公
益
法
人
等
が
設
置
し

た
施
設
の
浴
場
に
入
場
す
る
者

・
学
校
教
育
法
第
１
条
に
規
定
す

る
学
校
（
大
学
を
除
く
）
の
行

事
と
し
て
行
わ
れ
る
修
学
旅
行

等
で
教
職
員
が
引
率
し
て
行
わ

れ
る
も
の
に
参
加
す
る
児
童
、

生
徒
又
は
学
生
並
び
に
引
率
す

る
教
職
員
及
び
介
添
者

【
施
行
期
日
】

　

令
和
３
年
４
月
１
日

　

外
部
委
員
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
意
見
を
踏
ま
え
修
正
。

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
反
映
事
項
】

・
ま
ち
づ
く
り
に
防
災
の
観
点
を

追
加

・
分
か
り
易
い
文
章
表
現
に
訂
正

・
注
釈
を
追
加

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た
実
証
事
業

に
つ
い
て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
や
安
全
・
安
心
に
関
わ
る
実
証

事
業
に
取
り
組
み
、
そ
の
効
果
検

証
を
行
っ
た
。
令
和
３
年
度
で

は
、
実
証
事
業
８
業
務
の
う
ち
３

業
務
の
本
運
用
を
予
定
し
、
新
た

に
選
定
し
た
６
業
務
を
実
証
予
定

と
し
て
い
る
。

【
本
運
用
３
業
務
】

・
降
雨
量
、
排
水
路
の
水
位
の
観
測

・
雨
水
施
設
の
監
視

・
た
め
池
情
報
の
観
測

【
新
実
証
事
業
６
業
務
】

・
保
育
園
の
登
降
園
管
理

・
保
育
室
の
室
温
記
録

・
乳
児
の
午
睡
チ
ェ
ッ
ク

・
イ
ノ
シ
シ
罠
の
管
理

・
海
洋
環
境
の
可
視
化
支
援

・
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
冠
水
状
況
把
握

小
杉
駅
周
辺
地
区

�

ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想（
案
）

問　

今
後
20
年
を
か
け
た
構
想
で

あ
る
。
駅
の
多
機
能
複
合
化
と
し

て
、
図
書
館
機
能
も
可
能
性
は
あ

る
の
か
。
本
市
に
お
い
て
は
集
約

化
す
る
話
が
あ
る
が
、
弾
力
的
に

検
討
す
る
の
か
。

答　

公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
等

の
各
種
計
画
と
調
整
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
公
共
施
設
の
適
正

配
置
を
踏
ま
え
た
上
で
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
活
用
し
た

�

実
証
事
業
の
検
証
結
果

問　

降
雨
量
や
排
水
路
の
水
位
の

観
測
に
つ
い
て
、
セ
ン
サ
ー
設
置

基
準
や
設
置
理
由
は
あ
る
の
か
。

問　
今
後
、
セ
ン
サ
ー
の
設
置
箇
所

は
増
や
す
予
定
な
の
か
。

問　
業
務
に
よ
っ
て
は
、
顔
認
証
な

ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ
り

そ
う
だ
が
、
対
応
を
伺
う
。

答　

セ
ン
サ
ー
設
置
箇
所
に
つ
い

て
は
、
業
務
担
当
課
で
あ
る
下
水

道
工
務
課
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

に
水
が
溢
れ
た
箇
所
や
溢
れ
る

危
険
性
の
高
い
箇
所
を
選
定
し
て

い
る
。

答　

現
在
、
重
点
箇
所
を
選
定

し
て
い
る
が
、
今
後
、
本
運
用

す
る
中
で
耐
久
性
等
を
見
極
め
な

が
ら
、
担
当
課
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

答　

カ
メ
ラ
セ
ン
サ
ー
に
よ
る

属
性
把
握
に
つ
い
て
は
、
録
画
は

行
わ
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

議
案
４
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
11
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
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民
生
病
院
常
任
委
員
会

令
和
２
年
度　

射
水
市

�

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

�

特
別
会
計
補
正
予
算

�

（
第
３
号
）（
議
案
第
11
号
）

問　
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
ど
の

く
ら
い
か
。

答　

令
和
２
年
度
の
金
額
は
６
月

頃
に
確
定
す
る
が
、
令
和
元
年
度

の
県
全
体
で
は
93
万
１
，８
１
３

円
で
あ
り
、
射
水
市
は
91
万
２
，

２
７
９
円
で
あ
っ
た
の
で
、
県
平

均
よ
り
少
し
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
，５
１
７
万
７
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

23
億
５
，３
２
１
万
９
千
円
と
す

る
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
，

０
４
３
万
１
千
円
減
額
し
、
歳

入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳

入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
92
億
３
，

９
０
０
万
円
と

す
る
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

６
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
、

給
食
調
理
業
務
を
、
片
口
保
育
園

は
株
式
会
社
メ
フ
ォ
ス
に
、
大
門

き
ら
ら
保
育
園
は
株
式
会
社
魚
国

総
本
社
北
陸
支
社
に
そ
れ
ぞ
れ

委
託
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

令
和
２
年
度　

射
水
市

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

�
補
正
予
算

�

（
第
３
号
）（
議
案
第
12
号
）

公
立
保
育
園
給
食
調
理

�

業
務
委
託
に
係
る
公
募
型

�

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
結
果

�

に
つ
い
て

問　

今
回
の
補
正
額
の
一
番
大
き

な
も
の
は
保
険
給
付
費
で
あ
り
、

事
業
費
の
確
定
に
伴
っ
て
減
額
に

な
っ
て
い
る
。
介
護
に
か
か
る
費
用

が
見
込
み
よ
り
少
な
く
な
っ
た

と
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
か
。

問　
射
水
市
の
傾
向
は
ど
う
か
。

答　

第
７
期
計
画
で
は
、
介
護
認

定
者
数
が
令
和
２
年
度
は
５
，

４
８
３
人
の
計
画
で
あ
っ
た
が
、

実
績
は
５
，０
９
４
人
で
あ
り

３
８
９
人
の
減
と
な
っ
た
。
介
護

予
防
の
成
果
等
に
よ
り
給
付
費
が

下
が
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

答　

平
成
29
年
度
は
85
万
円
で

あ
っ
た
が
、
令
和
元
年
度
は
91
万

円
で
あ
る
の
で
、
射
水
市
と
し
て

は
上
が
っ
て
い
る
傾
向
で
あ
る
。

射
水
市
民
に
特
に
多
い
症
状
は

脳
血
管
障
害
で
、
県
内
で
も
多
い

ほ
う
で
あ
り
、
そ
の
治
療
費
や
手

術
費
が
大
き
い
こ
と
が
関
係
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

問　

現
在
働
い
て
い
る
職
員
は
ど

う
な
る
の
か
。

問　

地
産
地
消
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
る
か
。

問　
民
間
に
委
託
す
る
利
点
は
何
か
。

答　

引
き
続
き
他
の
保
育
園
で
勤

務
す
る
こ
と
と
な
る
。

答　

委
託
後
も
材
料
の
発
注
は
市

が
行
い
、
射
水
産
を
引
き
続
き
取

り
入
れ
て
い
く
。

答　

民
間
活
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的

に
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
案
23
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
８
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

令
和
３
年
度
射
水
市

�
水
道
事
業
会
計
予
算

�
（
議
案
第
６
号
）

問　

令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り

ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
㈱
に

包
括
業
務
委
託
を
開
始
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
現
在
、
市
と
し
て

は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
。

問　
宿
泊
施
設
が
移
転
・
建
替
え
を

し
た
場
合
は
対
象
と
な
る
の
か
。

答　

受
託
事
業
者
か
ら
の
提
案
に

よ
っ
て
、
開
閉
栓
の
ウ
ェ
ブ
受

付
の
開
始
や
委
託
前
は
別
で
あ
っ

た
給
水
と
排
水
の
工
事
申
請
窓
口

が
統
一
さ
れ
た
。
そ
の
他
に
も
業

務
の
効
率
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
資
す
る
多
く
の
提
案
を
受

け
、
日
々
市
と
と
も
に
協
議
し
て

お
り
、
今
後
も
官
民
連
携
に
よ
る

包
括
業
務
委

託
の
効
果
の

発
揮
に
努
め

た
い
。

答　

交
付
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば

対
象
と
な
る
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
よ
り
水
道

料
金
等
の
納
入
通
知
書
に
印
刷

さ
れ
た
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
読
み
取
り
電
子
マ
ネ
ー

で
納
付
す
る
も
の
。

　

平
成
30
年
度
よ
り
施
行
し
た
射

水
市
宿
泊
施
設
立
地
促
進
助
成
金

交
付
要
綱
に
つ
い
て
、
今
年
度
末

に
施
行
期
限
を
迎
え
る
が
、
引
き

続
き
、
宿
泊
施
設
新
設
を
促
し
、

都
市
機
能
の
充
実
、
ま
ち
の
賑
わ

い
創
出
及
び
市
内
経
済
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
施
行
期
限
の
延
長

な
ど
所
要
の
改
正
を
行
う
。

水
道
料
金
の

 

電
子
マ
ネ
ー
に
よ
る

�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済

�

導
入
に
つ
い
て

射
水
市
宿
泊
施
設

 

立
地
促
進
助
成
金

�

交
付
要
綱
の
一
部
改
正

�

に
つ
い
て

問　
手
数
料
は
別
に
発
生
す
る
の
か
。

答　

個
人
に
対
し
て
は
発
生
し
な

い
が
、
市
は
月
額
１
万
５
千
円
、

一
件
あ
た
り
57
円
の
手
数
料
を
負

担
す
る
。

議
案
３
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
６
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

予
算
総
額

�

35
億
７
，６
２
９
万
７
千
円

問　

当
初
予
算
に
は
ど
の
く
ら
い

を
見
込
ん
で
あ
る
の
か
。

問　

支
払
方
法
に
よ
る
収
納
手
数

料
の
違
い
は
あ
る
か
。

問　
支
払
方
法
を
増
や
す
こ
と
で

市
の
負
担
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

当
初
予
算
に
は
委
託
料
と
し
て

19
万
８
千
円
見
込
ん
で
い
る
。

答　

口
座
振
替
は
、
一
件
あ
た
り

10
円
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
は
ス
マ

ホ
決
済
と
同
じ
57
円
で
あ
る
。
し

か
し
、
コ
ン
ビ
ニ
納
付
は
納
付
書

印
刷
及
び
郵
送
代
等
が
別
に
掛

か
り
、
収
納
経
費
は
合
わ
せ
て

１
５
６
円
掛
か
る
。

答　

ペ
イ
ペ
イ
や
ラ
イ
ン
ペ
イ
を

選
択
で
き
る
環
境
、
市
民
が
よ
り

支
払
い
易
い
環
境
を
作
る
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。
市
の
負
担
は
増
え

る
が
支
払
い
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
大
変
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
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３ 月 定 例 会 会　期
3月1日～3月19日　19日間

議決結果一覧表
［議　案］

［同　意］

［諮　問］

［議員提出議案］

【議案等議員別賛否一覧】

番 号 件　　　　名 結 果

第２号 令和３年度射水市一般会計予算 可決

第３号 令和３年度射水市国民健康保険事業特別会計
予算 可決

第４号 令和３年度射水市後期高齢者医療事業特別会
計予算 可決

第５号 令和３年度射水市介護保険事業特別会計予算 可決

第６号 令和３年度射水市水道事業会計予算 可決

第７号 令和３年度射水市下水道事業会計予算 可決

第８号 令和３年度射水市病院事業会計予算 可決

第９号 令和２年度射水市一般会計補正予算（第12号） 可決

第10号 令和２年度射水市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第４号） 可決

第11号 令和２年度射水市後期高齢者医療事業特別会
計補正予算（第３号） 可決

第12号 令和２年度射水市介護保険事業特別会計補正
予算（第３号） 可決

第13号 令和２年度射水市下水道事業会計補正予算
（第３号） 可決

第14号 令和２年度射水市病院事業会計補正予算（第４号） 可決

第15号 射水市長等の損害賠償責任の一部免責に関する
条例の制定について 可決

第16号 射水市押印の義務付け廃止に係る関係条例の
整備について 可決

第17号 射水市市税条例の一部改正について 可決

第18号 射水市コミュニティセンター条例の一部改正
について 可決

第19号
射水市指定介護予防支援等の事業の人員及び
運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防
のための効果的な支援の方法等に関する基準
を定める条例の一部改正について

可決

第20号 射水市心身障害者（児）福祉金条例の一部改正
について 可決

第21号 射水市重度心身障害者等医療費助成に関する
条例の一部改正について 可決

第22号 射水市福祉有償運送運営協議会条例の一部改
正について 可決

第23号 射水市介護保険条例の一部改正について 可決

第24号
射水市指定地域密着型サービスの事業の人
員、設備及び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について

可決

番 号 件　　　　名 結 果

第１号 教育長の任命について 同意

番 号 件　　　　名 結 果

第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について

異議なき
旨答申

第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について

異議なき
旨答申

第３号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
について

異議なき
旨答申

番 号 件　　　　名 結 果

第１号 射水市議会会議規則の一部改正について 可決

番　号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
議
決
結
果

議員名

加
治 

宏
規

高
畑 

吉
成

根
木 

武
良

瀧
田 

孝
吉

島
　 

正
己

菊
　 

民
夫

中
川 

一
夫

中
村 

文
隆

欠 

員

山
崎 

晋
次

石
黒 

善
隆

不
後 

　
昇

吉
野 

省
三

伊
勢
　 

司

津
田 

信
人

堀
　 

義
治

竹
内
美
津
子

奈
田 

安
弘

高
橋 

久
和

欠 

員

小
島 

啓
子

欠 

員

議案第２号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

－

○ ※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

－

○

－

可決
議案第３号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第４号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第６号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第７号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第11号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第15号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第27号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可決
議案第34号 ○ ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○…賛成　×…反対　－…退席　※…議長は採決に加わりません。

番 号 件　　　　名 結 果

第25号

射水市指定地域密着型介護予防サービスの事
業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着
型介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条
例の一部改正について

可決

第26号
射水市指定居宅介護支援等の事業の人員及び
運営に関する基準等を定める条例の一部改正
について

可決

第27号 射水市国民健康保険税条例の一部改正について 可決

第28号 射水市国民健康保険条例の一部改正について 可決

第29号 射水市小杉ふれあいセンター条例の廃止について 可決

第30号 射水市敬老福祉年金条例の廃止について 可決

第31号 動産の取得について 可決

第32号 指定管理者の指定について 可決

第33号 損害賠償額の決定について 可決

第34号 令和２年度射水市一般会計補正予算（第13号） 可決
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２ 月 臨 時 会 会　期 2月17日　1日間

議決結果一覧表

［議　案］

［報　告］

番 号 件　　　　名 議決年月日 結 果

第１号 令和2年度射水市一般会計補正予算（第11号） 令和3年2月17日 可　決

番 号 件　　　　名 議決年月日 結 果

第１号 専決処分の承認を求めることについて 令和3年2月17日 承　認

第２号 専決処分の報告について ― ―

●広報委員会［委員長］島　 正己　［副委員長］山崎 晋次
　　　　　　［委　員］瀧田 孝吉、中村 文隆、石黒 善隆、吉野 省三、堀　 義治、奈田 安弘、小島 啓子

６月定例会は、
６月７日（月）から始まります

　会期日程は、決まり次第ホームページに
掲載します。
　詳しくは、議事調査課（TEL 51-6610）
までお問い合わせください。

　将来にわたり活力に満ち、市民が夢と希望を持てる新しい射水の実現に向けて、「第２次総合計画後
期実施計画」「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」など、今後のまちづくり・人づくりに関わる重
要な計画がスタートしています。本市の持つポテンシャルを活かし、実現させるためには、市民の皆様
と市当局、そして議会が一丸となって取り組むことが肝要だと考えます。
　より開かれた議会を目指す議会報告会は、議会からの報告だけでなく、市民の皆様の思いや声を届け
ていただく大切な機会であり、ますます重要度が増してきます。議員全員で真摯に取り組んでいきます
ので、今後開催する議会報告会には、多くの市民の皆様のご参加をお待ちしています。

山崎　晋次　広報委員会副委員長編集後記

傍聴者数

本会議……３人
委員会……６人

本会議……26人
委員会……21人

合計９人 合計47人

２月臨時会 ３月定例会

令和3年4月　常任委員会活動

議 信通会

総務文教常任委員会（4月19日）
　令和３年１月に移転新築した「作道分団屯所」の
ほか、射水市内で実施した遺跡発掘調査の整理作業
と発掘記録及び出土遺物の保管・管理を行っている
「埋蔵文化財センター」を視察しました。

産業建設常任委員会（4月23日）
　新たな賑わい創出拠点としてリニュー
アルを行う「足洗潟公園」のほか、補
修、耐震化工事を行っている「東橋」を
視察しました。

民生病院常任委員会（4月22日）
　新斎場の緩衝緑地として整備された「フラワーパーク沖塚原」のほか、「大島コミュニティセン
ター」及び「新型コロナウイルスワクチン集団接種会場（ミライクル館）」を視察しました。




